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本研究は、詩と劇 (演劇 )の融合をめざし、文学や演劇分野で起こった芸術
運動が日本から朝鮮 (当時 )に輸入された過程を分析し、また、この運動が両
国において如何に展開されたかを考察するためのものである。 1年６ヶ月間
の研究を通して次のような結果が浮かび上がってきた。  
 朝鮮における１９２０年代の詩劇運動については先行研究において、１）
国内の自発的な欲求、２ ) 中国の京劇の影響、３）日本からの影響が指摘
されてきた。とくに３）日本からの影響については、１９１８年の『初春の
悲哀』が少女歌劇と呼ばれたものの、我が国 の最初の詩劇であるという主張
については懐疑的である。なぜなら、日本の詩劇である『哀楽兒』が韓国に
紹介されたのは１９２４年のことだからである。しか も、『初春の悲哀』と
いう作品が詩劇というものを意識して作られた かについても極めて不透明で
ある。また、国内における自発的な 欲求というものの意味合いが不明確であ
る。調査の結果、詩劇というジャンルが意識された根底には、 当時演劇界や
文学界における日本を通しての西洋文芸への関心が高まった 背景があると判
断される。したがって、本研究では１９２０年代における詩劇の発生は 日本
から輸入された西洋文芸に関する 刺激と理解の深化に伴い、それをパンソリ
という我が国の伝統を見つめ直すことによって 起こったと考える。  

１９５０年代の日本における詩劇運動は文学界や演劇界におけるリアリズ
ムへの偏向に対する不満によって 起こって いる。その代表的な活動を行った
のが岸田国士を中心とした「雲の会」であるが、この会の活動は３年で終止
符を打つ。その後、本格的な詩劇運動が、復活、 展開されたのは、１９５６
年前後であることがわかった。この時 期には多くの雑誌が特集を組んで詩劇
について論じているが、とくに議論の中心になっているのは「はたして詩劇
とは如何なるものであるか」という定 義そのものである。多くの人が自分な
りの見解を披歴しているもの の、結局纏まった定義には至っていない。しか
し、この議論の中で注目すべきは、古典芸能の中でもとくに能楽に注目して
いる人が多いということ、そして、それに最も積極的な主張を展開したのが
山本健吉であったということである。  
 １９６０年代、韓国における詩劇運動は文学界の抒情詩への集中に対する
批判、ラジオやテレビなどの新しい媒体の発達によるものである。しかし、
これにはやはり海外、とくに時期的にみて日本における詩劇運動の復活と何
らかの関係があると考えられる。とい うのも、日本における詩劇運動の内容
もラジオやテレビに関して極めて 強い影響を受けたもの であったからである
。ところが、残念ながら、現段階ではこれを裏付ける確実な資料は見つかっ
ておらず、これについては今後の課題にしたい。  

この時期の我が国の代表的な詩劇作家は、シン・ドンヨプ、チャン・ホな
どで、彼らもやはり日本と同様に詩劇の定義について様々な議論を重ねてい
た。しかし、それも結局纏まって いない。 したがって、定義の数が多いだけ
、多くの人に認められる詩劇の創作には限界があったことを露呈していると
思われる。  
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